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会     議     記     録 

会議の名称 広報広聴会議 
会議場所 全員協議会室 

担当職員 数井 

日   時 令和６年２月１４日（水曜日） 
開 議 午後１時５５分 

閉 議 午後２時１８分 

出席委員 
◎大塚 ○三上（広報部会長） ○松山（広聴部会長） 

 竹内 法貴 梅本 林 片山 山木  

執行機関 

出 席 者 
 

事 務 局 

出 席 者 
数井次長、小野主任、田中主事 

傍 聴 可 市民０名 報道関係者０名 議員０名（ ） 

会 議 の 概 要 

 
１３：５５～ 

〇開 議 

 

  【事務局日程説明】 

 

１ 広報部会の活動について 

 

＜三上副委員長（広報部会長）＞ 

議会だより№２００の編集を控え、方向性を確認の上、役割分担を決定した。この

議会だよりから穴開けなしのオールカラーとなり、予算審査の状況を中心に内容を

考えていくこととしている。また、来年度から議会モニター制度が始まることから、

紙面構成などを検討していきたいと思っている。市民から様々な声があると思って

おり、委員から意見を聞かせてほしい。 

＜松山副委員長（広聴部会長）＞ 

 市民からの声であるが、１２月議会号の表紙について、写真をうまく取り入れて編

集されており、見やすいとの意見がある一方、一部のページに字が多いとの意見も

あった。広報紙を作成する上で、絶えずついて回る課題であると思っており、広聴

の面からもいろいろな活動を行う中で、連携していきたい。 

＜三上副委員長（広報部会長）＞ 

 確かに伝え方の工夫は必要であると考えている。３月議会号は４月３０日の発行で

あり、発行前には各委員に確認いただく予定である。 

 

２ 広聴部会の活動について 

＜松山副委員長（広聴部会長）＞ 

 広聴部会では、これまで協議してきた内容を振り返り、今後のスケジュールを再確

認したところである。わがまちトークについては、今年１０月から１１月にかけて

開催することは決定している中で、広報広聴会議にて諮っていただきたい点が幾つ

かある。対象として自治会版と団体版を考えており、自治会は１０月に開催する内

容で３月議会号に募集をかけていただきたいこと、団体の候補ははたちの会実行委

員会とし、１１月上旬に実施していきたいことである。なお、どこの自治会とする
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かを含め、そのアプローチの方法や開催形式などは引き続き広聴部会で検討してい

く予定である。 

＜大塚委員長＞ 

 ただいま松山副委員長からあった、わがまちトークの日程について、事務局から何

かあるか。 

＜事務局次長＞ 

 日程について、まず、団体の相手先について説明する。これまでから広聴部会で検

討され、団体については、はたちの会実行委員会を対象としてはどうかと提案があ

り、事務局から社会教育課にわがまちトークの日程を加えてもらうことについて打

診したところ、可能であるとのことであった。１１月を候補とした点については、

９月に市長とはたちの会実行委員会が懇談会をされているため、１か月程度間隔を

開けたほうがよいと社会教育課から提案があった。そのようなことから、わがまち

トークについて、１０月の対象は自治会、１１月の対象は、はたちの会実行委員会

と先ほどの広聴部会で決定されたものである。 

＜大塚委員長＞ 

 わがまちトークの開催について、自治会版は１０月頃に開催することとし、どこの

自治会にするのかは今後募集や直接アプローチをしていくこと、団体版は、はたち

の会実行委員会とし、１１月初旬に開催していくこととしてよいか。 

＜三上副委員長（広報部会長）＞ 

 はたちの会実行委員会とすることに異論はないが、希望される自治会があればでき

るだけ日程を調整し、開催していただくことが望ましい。また、単に要望を聞くだ

けではなく、議員も一緒になって亀岡市や各地域の将来について語り合い、話を聞

ける環境をつくっていければよいと考えており、明日のファシリテーション研修を

大いに役立ててもらいたい。また、今後の広報部会では、年間の活動方針を決めて

いくこととしており、広報広聴会議としての年間活動方針を協議いただければと思

っている。 

＜松山副委員長（広聴部会長）＞ 

 広聴部会としても３月６日及び２７日に部会を開催し、活動方針を協議しつつ、わ

がまちトークの詳細を詰めていきたいと考えている。 

＜大塚委員長＞ 

 わがまちトークの自治会版は１０月をめどに開催する方向で準備し、団体版の対象

は、はたちの会実行委員会で１１月初旬開催として議会運営委員会に報告する。広

報広聴会議の今後の日程等について、事務局から何かあるか。 

＜事務局次長＞ 

 ただいま広報、広聴部会それぞれから活動方針を検討されるとのことで、次回広報

広聴会議にて、それぞれから報告いただき全体の活動方針を協議いただければと思

う。 

＜大塚委員長＞ 

 それではそのように進める。 

 

３ そ の 他 

＜大塚委員長＞ 

 特になければ、広報広聴会議を散会する。 

散会～１４：１８ 


